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燕労災病院の理念 

◎働く人々と、地域の人々の 

ために最善の医療を目指 

します。 
 

病院の基本方針 

◎安全で質の高い医療の 

提供を目指します。 

 

◎勤労者の健康管理を 

支援します。 

 

◎医療に関する教育・研修 

を支援します。 

 

◎地域の人々の健康を守り 

福祉に寄与します。 

 

目次： 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 4月 1日より神経内科に着任致しました、宇津見と申します。 

出身は、茨城県ひたちなか市で、太平洋に面した港町に生まれました。

大学は、栃木県へ進学し、新潟へは卒後臨床研修の時点から足を踏み入

れました。 

医師になるまでは、新潟県は縁遠い土地でしたが、大学卒業後、思うと

ころあって、臨床研修先として新潟大学病院を選びました。 

こちらに移り住んだ初めの年の冬は、二十数年ぶりの大雪と言われた

年で、しかも冬季に伺った一時的な大学外研修先病院が魚沼地区であり、

生まれて初めてメートル級の雪を前に、我ながら大変なところに来てしまっ

たものだとそら恐ろしくなったのも、今はなつかしい思い出です。 

神経内科入局後は、大学病院、市民病院、再び大学病院を経て、今回

当院にて職をいただく運びとなりました。 

当院は、県央地区において非常に重要な医療拠点であり、県央地区の

急性期疾患の第一の受け入れ先としての役割を担っており、神経内科に

も急性期の脳卒中をはじめ、頭痛、めまい、吐き気、しびれ、筋力低下な

ど様々な症状を訴えて患者様方が来院されます。 

また、一般開業医の先生方の施設では受け入れ困難な重症化の恐れ

のある患者様や、複数科で協力して併診しなければならない難しい患者

様の受け入れも行っております。新潟市や長岡市といった大きな都市部で

は当院のような複合科を擁する急性期受け入れ施設は複数ございますが、

当地区では、医療圏は広いものの神経内科を擁する病院は当院のみとな

っており、これまで私が身を置いてきた病院に較べますと、そういった点か

らなかなか大変な面があるのは否めない事実です。 

しかし一方、急性期を過ぎた慢性期の患者様や、パーキンソン病、認知

症といった元々慢性経過の疾患で長期にわたり観察が必要な患者様も多

く通院されており、時として長年かけて進行する病気の方の、今後を決す

る重要な選択の場となることもあります。 

当院は、忙しくも非常にやりがいに満ちた場であり、神経内科医としてさ

らなる研鑽を積めるという意味で、現在の私にとってこれほど勉強になる

病院は他にないと実感している日々です。 

 

 卒後、医師として生きる道を選ぶにあたって真剣に悩んだ結果、最も大

事にしたかったのは、患者様方とのコミュニケーションでした。 

治りにくい症状と長年向き合って行かれる方も多い当科で、日々の悩みを

二人三脚で考えながら、少しでも良くなった時にはともに喜べる医師を目

指してこれからも頑張って行きたいと思っています。 

 

 

* 着任の挨拶 1 

* 倫理研修を実施しました。 

* 医療安全研修(本部伝達 

研修）を実施しました。 
2 

* 市民・勤労者医学講話を

開催しました。 
3 

* 外来診療科別担当医師表 4 

【着任の挨拶】 神経内科 宇津見 宏太 医師 
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 １０月２２日（水）に司法書士の亀山克司先生を講師に迎え、倫理研修を行いました。 

講師の先生からは、医療従事者に必要な法律知識や倫理知識をご教示いただきました。 

この研修をきっかけに、医療従事者として必要な倫理知識を身に付け、患者さんにより安心して 

医療を受けていただけるよう努力したいと思います。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

１０月２７日（月）に当院職員に向けて、医療安全研修（本部伝達研修）を行いました。 

これは、当院を運営する労働者健康福祉機構本部で実施された全国研修に当院から２名の職員が 

参加したことを受けて、参加者がその内容を院内職員へ伝達する目的で実施されました。 

講演内容をご紹介します。 
 

チームとして課題達成を目指すために 

何ができると良いでしょうか？ 

 

主任薬剤師と看護師長の２名が中心となり、まず、グループ演習からスタートしました。 

１回目は普通の条件下で、２回目は利き手を使用しない条件で、３回目は利き手を使用せず会話もしな

い条件で、どれくらい「チームの鎖」を作成できるかの「チーム力」が試されました。 

チームにより、会話が多いところ、自然に作業分担ができるところやそうでないところ等様々でした。 

この研修で、コミュニケーションの大切さ、リーダーシップ・メンバーシップの大切さを実感できたのでは

ないでしょうか。作成した鎖の輪の数にチーム力が反映されることで、結果を可視化できることも、この

演習の素晴らしいところでした。 

アンケートでは、「職種が違っても、医療チームとして良いコミュニケーションを大切にしていきたい」、

「エラーを防ぐためには伝えることが大切であると改めて学んだ」等の意見が寄せられました。 

 

✩チーム医療の実践に必要な４つの能力      ✩コミュニケーションエラーを回復させる 
リーダーシップ                                   検出する（本人、チームが見つける） 

状況モニター                                    指摘する（本人に伝える） 

相互支援                                       訂正する（本人がエラーを改める） 

コミュニケーション 
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【お知らせ】 医療安全研修(本部伝達研修）を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今年も手洗い教室を行います 】 
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【お知らせ】 倫理研修を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今年も手洗い教室を行います 】 



 

 

 
 

 １１月４日（火）午後６時３０分から、燕労災病院外来ホー 

ルにおいて、朝妻・感染管理認定看護師による、市民・勤 

労者医学講話を開催しました。 

 

今回は、「インフルエンザ・ノロウイルスの感染予防と対 

策について」と題し、感染経路や予防策、罹ってしまった際 

の対応方法が分かりやすく解説されました。 

今回の講話で、感染症の予防のために特に重要とされ 

   たのが、手洗いについてです。聴講者の皆さんへ正しい手 

   洗いの方法が動画を交えながら、詳しく説明されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講話をご覧になれなかった皆さんも、以下の「手指の正しい洗浄手順」を実践していただければと 

思います。 

 

さらに当院では、近隣の小学校（１５校）へ「手洗い教室」を訪問開催しています。 

その他にも、幼稚園や保育園、小学校等に伺い、手洗い教室（無料）を実施していますので、お気軽 

に下記担当者までご連絡下さい。 

皆さんで手洗いを励行していただき、より健康に過ごしていただければと思います。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

－3－ 

2014年 12月号№62 

 

【お知らせ】 市民・勤労者医学講話を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今年も手洗い教室を行います 】 

【問い合わせ先】 

 燕労災病院 感染管理者 朝妻
あさづま

 

  TEL：0256-64-5111 
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